
 

 

 

令和４年度 森林環境譲与税の使途 

 

都道府

県名 
市町村名 事業区分 事業名 

総事業費 

事業内容 
(A)+(B) 

(A)うち令和 4年度

の森林環境譲与税 

(千円) 

(B)うち他

の財源 

(千円) 

埼玉県 富士見市 
木造公共建築

物の整備等 

びん沼自然公

園整備事業 
984,995 3,828 981,167 

親子 3代が自然と触れ合い、楽しめ

る公園を作ります。その内、公園管

理施設等を木質化いたします。 

 

 



 富士見市では、市有施設等の県産木材を利用した木造化・木質化等を推進する方針としている。

 令和４年度は、令和２年度から開始した「びん沼自然公園整備工事」において公園関係施設の内装に県産木材を使用。

□ 事業内容
びん沼自然公園整備工事

• 公園管理施設の整備

• パークゴルフ場の整備

• 大型遊具・展望台の整備

【事 業 費】984,995千円（うち譲与税3,828千円）

（譲与税は、公園管理施設内のカウンターに充当）

【実 績】0.31㎥

埼玉県 富士見市（112356）木材利用

（受付カウンター）

・県の青年の家跡地を含めたびん沼自然公園の再整備による新たな

交流拠点を創出するため、民間活力の導入による公園整備の実施

（令和2年度～令和4年度）

・市の「市有施設の木造化・木質化等に関する方針」に基づき、公

園管理施設の内装に埼玉県産木材を使用

□ 取組の背景

写真など 写真など写真など

（カフェ受付カウンター）

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

①令和４年度譲与額：11,844千円 ②私有林人工林面積（※１）：0ha

③林野率（※１）：0.7％
④人口（※２）：111,859
人

⑤林業就業者数（※２）：２人

□ 工夫・留意した点

・公園運営の拠点となる公園管理施設の内装に県産木材を

使用

・システム建築を採用し、建築コストの削減を図るなかで、

県産木材を可能な箇所に使用

□ 取組の効果

・公園の利用受付やカフェの受付など利用者が直接触れる

ことのできる箇所に木材を使用したことにより、やすら

ぎとぬくもりのある空間を創出することができた。


